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目標項目（指標の目安） 対象 ベースライン値 中間実績値 目標値

男性(20～69 歳) ２０．１％ １８．０％ ３０％以上
1.9  外食や食品を購入する

時に栄養成分表示を参

考にする人の増加 

（参考にする人の割合） 
女性(20～69 歳) ４１．０％ ４０．４％ ５５％以上

成人男性 ６５．６％* ６９．１％ ８０％以上

1.10  自分の適正体重を維持

することのできる食事量

を理解している人の増

加 

（理解している人の割合） 

成人女性 ７３．０％* ７５．０％ ８０％以上

成人男性 ５５．６％ ５９．１％ ８０％以上

1.11  自分の食生活に問題が

あると思う人のうち、食

生活の改善意欲のある

人の増加（改善意欲のあ

る人の割合） 
成人女性 ６７．７％ ６７．３％ ８０％以上

適正な栄養素（食物）を摂取するための個人の行動変容に係る環境づくりついて（環境レベル） 

男性(20～59 歳) ３４．４％ － ５０％以上
1.12  ヘルシーメニューの提

供の増加と利用の促進 

(提供数、利用する人の割

合) 
女性(20～59 歳) ４３．０％ － ５０％以上

男性(20 歳以上) ６．１％ ７．４％ １０％以上
1.13  学習の場の増加と参加

の促進 

(学習の場の数、学習に参

加する人の割合) 
女性(20 歳以上) １４．７％ １５．３％ ３０％以上

男性(20 歳以上) ２．４％ ３．５％ ５％以上1.14  学習や活動の自主グルー

プの増加 女性(20 歳以上) ７．８％ ７．４％ １５％以上

*  策定時のベースライン値を把握した調査と中間実績値を把握した調査とが異なっている数値 

** 食品成分表の改訂にともなった重量変化率の換算が必要な数値 

 

（３） 未設定数値目標の設定 

健康日本２１策定時には、ベースラインとなるデータがなかったため、目標値

を設定していなかった以下の４項目について、具体的な目標等を提示すること等

により、国民が一体となった健康づくり運動を推進する健康日本２１の趣旨を踏

まえ、現在得られているデータに基づいて検討を行い、新たに目標値を設定した

(目標設定の方法については参考資料２参照)。 

 

 

 


